
石川県立美術館だより
第430号 令和元年8月1日発行

■ 特別陳列 前田家の名宝Ⅰ【前田育徳会尊經閣文庫分館】

■ 描かれた人物 さまざまな表現【古美術】

■ 夏休み 親子で楽しむ美術館 かお・カオ・顔【近現代絵画･彫刻】

■ 夏の優品展【近現代絵画･彫刻】

 ⿟ 企画展Topics　石川の美術

 ⿟ ミュージアムレポート　0才からのファミリー鑑賞会

 ⿟ ミュージアムウィーク

 ⿟ 文化財現地見学予告・ボランティア募集

 ⿟ 8月の行事予定

川北浩彦《欅造多辺挽鉢》

ー「ひく・さす・ほる　石川木工芸の現在」よりー

ピエール=オーギュスト･ルノワール

《母子像（アリーヌと息子ピエール）》1886年

ー「フランス近代絵画と珠玉のラリック展」よりー

特別陳列 ひく・さす・ほる 石川木工芸の現在【近現代工芸】

特別展 フランス近代絵画と珠玉のラリック展
ユニマットコレクション

石川県立美術館だより
第430号 令和元年8月1日発行

特別陳列特別陳列 ひく・さす・ほる 石川木工芸の現在【近現代工芸】

特別展 フランス近代絵画と珠玉のラリック展
ユニマットコレクションユニマットコレクション
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アメデオ・モディリアーニ《ルニア・チェホフスカの肖像》1919年ルネ・ラリック《立像『スザンヌ』》1925年

こ
の
た
び
「
ユ
ニ
マ
ッ
ト
コ
レ
ク
シ
ョ
ン　

フ
ラ
ン
ス
近

代
絵
画
と
珠
玉
の
ラ
リ
ッ
ク
展
―
や
す
ら
ぎ
の
美
を
求
め
て

―
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
本
展
は
現
在
、
オ
フ
ィ
ス
・
コ
ー

ヒ
ー
、
介
護
、
リ
ゾ
ー
ト
な
ど
の
事
業
を
幅
広
く
展
開
し
て
い

る
ユ
ニ
マ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
の
創
業
者
・
髙
橋
洋
二
氏
が
、
長
年

に
わ
た
っ
て
収
集
し
て
こ
ら
れ
た
西
洋
美
術
品
の
中
か
ら
、

選
り
す
ぐ
っ
た
精
華
を
紹
介
す
る
も
の
で
す
。
今
回
は
、
フ
ラ

ン
ス
近
代
絵
画
と
、
ア
ー
ル
・
デ
コ
の
ガ
ラ
ス
工
芸
を
代
表
す

る
ル
ネ
・
ラ
リ
ッ
ク
の
作
品
に
焦
点
を
あ
て
て
い
ま
す
。
ア
カ

デ
ミ
ズ
ム
か
ら
自
然
主
義
へ
と
芸
術
家
た
ち
が
革
新
的
な
表

現
の
歩
み
を
進
め
る
な
か
で
、
私
た
ち
を
魅
了
す
る
絵
画
、
ガ

ラ
ス
工
芸
が
ど
の
よ
う
に
生
み
出
さ
れ
て
き
た
の
か
を
概
観

し
よ
う
と
す
る
試
み
で
す
。

伝
統
に
抗
い
、
自
然
の
中
に
生
き
る
農
民
た
ち
の
姿
を
描

こ
う
と
し
た
ミ
レ
ー
や
コ
ロ
ー
、
明
る
い
色
彩
で
光
を
捉
え

る
こ
と
に
尽
力
し
た
印
象
派
を
代
表
す
る
ル
ノ
ワ
ー
ル
、
明

る
い
色
彩
と
軽
快
な
筆
づ
か
い
で
「
色
彩
の
魔
術
師
」
と
称
え

ら
れ
た
デ
ュ
フ
ィ
、
芸
術
家
が
集
う
パ
リ
の
モ
ン
パ
ル
ナ
ス

で
活
動
し
、
生
前
は
評
価
の
低
か
っ
た
モ
デ
ィ
リ
ア
ー
ニ
、
同

じ
エ
コ
ー
ル
・
ド
・
パ
リ
の
画
家
で
唯
一
の
日
本
人
、
藤
田
嗣

治
な
ど
、
新
し
い
時
代
を
創
っ
て
い
っ
た
画
家
た
ち
の
作
品

に
加
え
、
同
時
期
に
活
躍
し
た
ル
ネ
・
ラ
リ
ッ
ク
の
ガ
ラ
ス
工

芸
も
展
示
す
る
こ
と
で
、
世
界
の
人
々
を
魅
了
す
る
激
動
の

時
代
を
一
望
し
て
い
た
だ
く
機
会
と
な
り
ま
す
。

知
ら
れ
ざ
る
秘
蔵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
扉
が
、
こ
の
夏
、
北
陸

で
開
か
れ
ま
す
。

◆
記
念
講
演
会

「
フ
ラ
ン
ス
近
代
絵
画
の
見
方
―

 

ユ
ニ
マ
ッ
ト
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
中
心
に
」

講
師
／ 

岡　

泰
正 

氏
（
神
戸
市
立
小
磯
記
念
美
術
館
・ 

神
戸
ゆ
か
り
の
美
術
館 

館
長
）

日
時
／
七
月
二
十
七
日
（
土
）
午
後
二
時
か
ら

「
ル
ネ
・
ラ
リ
ッ
ク
に
つ
い
て
」

講
師
／
池
田
ま
ゆ
み 

氏
（
北
澤
美
術
館 

主
席
学
芸
員
）

日
時
／
八
月
十
一
日
（
日
・
祝
）
午
後
二
時
か
ら

◆
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

「
移
り
ゆ
く
時
代
、
挑
戦
す
る
作
曲
家
」

チ
ェ
ロ
／ 

ル
ド
ヴ
ィ
ー
ト
・
カ
ン
タ 

氏
（
Ｏ
Ｅ
Ｋ
名
誉
楽

団
員
、
元
Ｏ
Ｅ
Ｋ
主
席
チ
ェ
ロ
奏
者
、
愛
知
県
立

芸
術
大
学
非
常
勤
講
師
）

ピ
ア
ノ
／ 
鶴
見　

彩 

氏
（
愛
知
県
立
芸
術
大
学
非
常
勤
講

師
、
桐
朋
学
園
大
学
院
大
学
非
常
勤
講
師
）

日
時
／
八
月
十
二
日
（
月
・
振
休
）
午
後
二
時
か
ら

講
演
会
、
コ
ン
サ
ー
ト
と
も
に
会
場
は
美
術
館
ホ
ー
ル

※ 
先
着
二
百
名
。ホ
ー
ル
開
場
は
三
十
分
前
か
ら
。聴
講
無
料
、 

た
だ
し
本
展
チ
ケ
ッ
ト
が
必
要
で
す
。

◆
観
覧
料

一　

般

団
体
／
前
売

大　

人

一
、
二
〇
〇
円

一
、
〇
〇
〇
円

高
校
・
大
学
生

　 
七
〇
〇
円

　 
五
〇
〇
円

小
中
学
生

　 
五
〇
〇
円

　 
三
〇
〇
円

未
就
学
児

無
料

※
団
体
は
二
十
名
以
上
。
友
の
会
会
員
は
団
体
料
金
。

第7・8・9展示室　ユニマットコレクション 

フランス近代絵画と珠玉のラリック展
やすらぎの美を求めて

7月27日(土)～8月25日(日)　会期中無休

主催：北陸中日新聞、石川テレビ放送、石川県立美術館

後援：石川県、金沢市、金沢市教育委員会、エフエム石川　協賛：東海東京証券
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今
回
、
第
５
展
示
室
で
は
木
工
芸
を
特
集
し
ま
す
。
石
川
県

の
木
工
芸
は
、
昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七
〇
）
、
重
要
無
形
文
化

財
保
持
者
（
人
間
国
宝
）
に
認
定
さ
れ
た
氷
見
晃
堂
の
活
躍
と

尽
力
に
よ
り
、
優
れ
た
技
術
を
持
つ
職
人
た
ち
の
、
作
家
へ
の

道
が
拓
か
れ
ま
し
た
。
当
館
で
は
平
成
元
年
（
一
九
八
九
）
に

山
中
挽
物
、
同
二
年
（
一
九
九
〇
）
に
金
沢
指
物
の
特
別
陳
列

を
行
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
同
六
年
（
一
九
九
四
）
に
挽
物
の

川
北
良
造
、
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
に
は
指
物
の
灰
外
達
夫

と
い
う
、
二
名
の
人
間
国
宝
が
生
ま
れ
、
日
本
伝
統
工
芸
展
を

は
じ
め
と
す
る
展
覧
会
に
出
品
、
受
賞
す
る
作
家
が
相
次
ぎ

ま
し
た
。
本
展
は
平
成
期
に
目
覚
ま
し
い
活
躍
を
見
せ
た
、
石

川
県
の
木
工
芸
作
家
の
現
在
を
紹
介
す
る
も
の
で
す
。

出
品
作
家
は
挽
物
作
家
か
ら
、
川
北
良
造
、
福
田
芳
朗
、
水

上
隆
志
、
中
嶋
虎
男
、
佐
竹
一
夫
、
川
北
浩
彦
、
中
嶋
武
仁
、
佐

竹
巧
成
の
八
名
。
指
物
は
、
灰
外
達
夫
、
片
岸
吉
明
、
反
保
信

夫
、
福
嶋
則
夫
の
四
名
で
、
こ
の
う
ち
福
田
、
水
上
、
灰
外
、
片

岸
が
物
故
者
で
す
が
、
重
鎮
か
ら
若
手
ま
で
平
成
期
の
石
川

県
を
代
表
す
る
木
工
作
家
た
ち
で
す
。
様
々
な
木
材
の
持
つ

色
や
木
目
を
生
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
創
意
か
ら
生
ま
れ
た
形

や
肌
合
い
を
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

前
回
の
展
示
で
紹
介
し
た
先
駆
者
た
ち
、
氷
見
晃
堂
、
初
代

池
田
作
美
、
筑
城
良
太
郎
、
川
北
浩
一
、
水
上
荘
詠
ら
の
作
品
、

ま
た
他
分
野
の
作
品
を
支
え
る
木
工
芸
と
し
て
、
初
代
魚
住

為
楽
の
銅ど

鑼ら

と
氷
見
晃
堂
の
鉦
し
ょ
う

架か

（
銅
鑼
掛
）
、
川
北
良
造
が

挽
い
た
素
地
に
、
松
田
権
六
が
蒔
絵
を
施
し
た
棗
も
併
せ
て

展
示
し
ま
す
。

片岸吉明《桑八稜箱》水上隆志《欅造拭漆盛器》

前
田
育
徳
会
尊
經
閣
文
庫
分
館
「
前
田
家
の
名
宝
Ｉ
」
に
お
い
て
、
昭
和
十
五
年
（
一
九
三
〇
）
初
代
魚
住
為
楽
作
の

銅
鑼
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
箱
書
き
に
よ
る
と
皇
紀
二
千
六
百
年
を
記
念
し
、
前
田
家
十
六
代
利
為
の
依
頼
で
制
作
し

た
「
會
心
の
作
」
で
あ
り
、
魚
住
は
制
作
工
程
の
記
録
を
国
に
納
入
し
て
い
ま
す
。
氷
見
晃
堂
に
と
っ
て
初
め
て
、
魚
住

か
ら
鉦
架
（
銅
鑼
掛
）
の
注
文
を
請
け
た
作
品
で
、
以
降
魚
住
の
鉦
架
の
ほ
と
ん
ど
を
氷
見
が
制
作
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
鉦
架
に
は
、
黄つ

楊げ

の
木
象
嵌
で
、
前
田
家
の
家
紋
で
あ
る
梅
鉢
な
ど
の
装
飾
を
施
し
て
お
り
、
師
で
あ
っ
た
初

代
池
田
作
美
の
影
響
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
第
５
展
示
室
の
両
者
に
よ
る
銅
鑼
・
鉦
架
（
昭
和
二
十
九
年
作
）
と
併
せ
て
ご

覧
く
だ
さ
い
。

学芸員の眼

初代魚住為楽《砂張銅鑼》

（鉦掛：氷見晃堂）前田育徳会蔵

第5展示室

特別陳列

ひく・さす・ほる 石川木工芸の現在

7月27日（土）～8月26日（月）　会期中無休

初代魚住為楽《砂張銅鑼》
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前田育徳会尊經閣文庫分館
特別陳列

前田家の名宝Ⅰ
【古美術】
7月27日（土）～8月26日（月）　会期中無休

第2展示室

描かれた人物 さまざまな表現
【古美術】

7月27日（土）～8月26日（月）　会期中無休

第
２
展
示
室
で
は
、
歴
史
上
の
人
物
を
描
い
た
肖
像
画
を

紹
介
し
ま
す
。
肖
像
画
と
い
え
ば
、
ま
だ
写
真
の
な
い
時
代
に

著
名
な
人
物
の
姿
を
描
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
同
じ
人
物
を
描
い
た
肖
像
画
で
も
、
描
か
れ
方
に
違

い
が
あ
っ
た
り
、
ま
た
異
な
る
人
物
を
描
い
て
い
て
も
、
同
じ

よ
う
な
ポ
ー
ズ
で
描
か
れ
て
い
た
り
と
、
描
か
れ
た
肖
像
画

に
は
さ
ま
ざ
ま
な
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
に
俳
諧
を
大
成
さ
せ
た
松
尾
芭
蕉
は
、
各
地
を

旅
し
た
こ
と
か
ら
、
蕉
風
と
よ
ば
れ
る
そ
の
作
風
が
各
地
に

広
が
り
、
金
沢
に
も
門
下
の
俳
人
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
芭
蕉

像
が
複
数
伝
わ
り
ま
す
。
梅
田
年
風
に
よ
る
《
松
尾
芭
蕉
像
》

は
、
道
帽
を
被
っ
た
芭
蕉
を
写
実
的
に
描
い
た
も
の
で
す
が
、

高
田
甫
尺
が
描
い
た
芭
蕉
像
は
、
杖
と
網
代
笠
を
持
っ
て
座

す
芭
蕉
の
後
ろ
姿
を
、
墨
の
み
の
単
調
な
線
で
表
現
さ
れ
て

い
ま
す
。

加
賀
藩
祖
で
あ
る
《
前
田
利
家
像
》
も
さ
ま
ざ
ま
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
今
回
は
脇
息
に
も
た
れ
る
利
家
像
と
し
て
、
富

山
県
（
小
矢
部
市
）
の
永
伝
寺
が
所
蔵
す
る
肖
像
画
を
初
公
開

し
ま
す
。
神
と
し
て
の
姿
で
も
な
く
、
戦
い
に
勝
利
し
た
馬
上

の
姿
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
脇
息
に
も
た
れ
る
と
い
え
ば
、《
維

摩
居
士
図
》
や
《
柿
本
人
麻
呂
像
》
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
が
、
こ

う
し
た
ポ
ー
ズ
は
、
文
芸
的
能
力
に
優
れ
、
高
い
脱
俗
性
と
叡

智
を
持
つ
人
物
に
共
通
し
、
前
田
利
家
に
も
そ
の
よ
う
な
イ

メ
ー
ジ
が
重
ね
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

本
特
集
で
は
、
あ
わ
せ
て
江
戸
時
代
に

優
れ
た
人
物
画
を
遺
し
た
矢
田
四
如
軒

に
よ
る
肖
像
画
や
、
大
乗
寺
に
伝
わ
る
頂ち

ん

相ぞ
う

な
ど
、
全
二
十
六
点
を
紹
介
し
ま
す
。

今
回
か
ら
五
回
の
特
別
陳
列
を
と
お
し
て
、（
公
財
）
前
田

育
徳
会
が
所
蔵
す
る
国
宝
、
重
要
文
化
財
の
数
々
を
紹
介
し

ま
す
。
今
回
の
「
前
田
家
の
名
宝
Ⅰ
」
で
は
、
国
宝
《
三
朝
宸
翰
》

を
四
年
ぶ
り
に
展
示
し
ま
す
。
本
作
は
、
三
朝
、
す
な
わ
ち
伏

見
天
皇
・
花
園
天
皇
・
後
醍
醐
天
皇
三
代
の
宸し

ん

翰か
ん

を
巻
子
に
仕

立
て
た
も
の
で
す
。
二
巻
か
ら
成
り
、
一
巻
は
花
園
天
皇
消

息
十
二
通
、
一
巻
は
後
醍
醐
天
皇
消
息
十
通
及
び
伏
見
天
皇

消
息
二
通
が
そ
れ
ぞ
れ
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
消
息
は
す
べ

て
宛
所
を
欠
い
て
い
ま
す
が
、
内
容
と
本
文
奥
に
あ
る
追
筆

か
ら
、
伏
見
天
皇
の
子
で
花
園
天
皇
の
異
母
弟
・
尊
円
法
親
王

（
一
二
九
八
〜
一
三
五
六
）
に
宛
て
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

紙
背
の
一
部
に
経
文
の
跡
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
天
皇

の
追
善
供
養
の
た
め
に
尊
円
法
親
王
が
宸
翰
の
裏
に
法
華
経

を
摺
写
し
、
本
作
は
そ
れ
を
表
に
復
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
中
箱
蓋
の
上
書
に
「
御
箱
御
上
書　

松
雲
院
様
御

宸
筆
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
前
田
家
に
は
松
雲
公
す
な
わ
ち
加

賀
藩
五
代
藩
主
・
前
田
綱
紀
の
時
代
に
入
っ
た
と
思
わ
れ
ま

す
。
今
回
は
、
花
園
天
皇
宸
翰
の
一
巻
を
全
巻
公
開
し
ま
す
。

さ
ら
に
今
回
は
、
重
要
文
化
財
《
武
家
手
鑑
》
三
帖
の
う
ち

の
上
帖
を
五
年
ぶ
り
に
公
開
し
ま
す
。
本
作
は
、
平
安
時
代
後

期
か
ら
江
戸
時
代
初
期
ま
で
の
代
表
的
武
家
の
筆
跡
を
集
大

成
し
た
も
の
で
、
前
田
綱
紀
が
作
成
し
た
も
の
を
、
前
田
家
十

六
代
の
利
為
が
現
在
の
形
に
改
編
し
て
、
年
代
順
に
三
帖
に

ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
展
示
さ
れ
る
上
帖
に
は
、
平
忠

盛
・
清
盛
・
宗
盛
・
頼
盛
、
源
義
朝
ら
の
極
め
て
貴
重
な
自
筆
文

書
が
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

国宝《三朝宸翰》（部分）髙田甫尺《松尾芭蕉像》
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第4･6展示室

夏の優品展
【近現代絵画・彫刻】

7月27日（土）～8月26日（月）　会期中無休

第3展示室
夏休み 親子で楽しむ美術館

かお・カオ・顔
【近現代絵画・彫刻】
7月27日（土）～8月26日（月）　会期中無休

い
よ
い
よ
、
夏
本
番
、
近
現
代
の
絵
画
・
彫
刻
部
門
で
は
、
夏

に
ふ
さ
わ
し
い
作
品
と
動
物
彫
刻
を
特
集
展
示
し
ま
す
。
主

な
作
品
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

日
本
画
部
門
で
は
、
荒
木
弘
訓
の
《
刻
》
、
夏
の
夕
空
を
旋
回

す
る
三
羽
の
海
鳥
が
、
翼
の
動
き
も
緻
密
に
描
か
れ
て
い
ま

す
。
玉
井
敬
泉
の
《
白
山
図
》
は
六
曲
一
双
の
屏
風
に
、
雲
が
わ

き
た
つ
白
山
の
景
色
が
雄
大
に
表
現
さ
れ
、
白
山
を
知
り
尽

く
し
、
国
定
公
園
（
現
国
立
公
園
）
指
定
に
尽
力
し
た
作
者
の

面
目
躍
如
た
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
平
木
孝
志
の
《
磯
》
は
岩

場
に
蟹
が
集
う
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
作
品
で
す
。

洋
画
部
門
で
は
、
ま
ず
勝
本
冨
士
雄
の
《
鋭
角
の
雲
―
風

景
》
。
抽
象
画
で
す
。
し
か
も
雲
が
鋭
角
と
は
不
思
議
な
タ
イ

ト
ル
で
す
が
、
雲
は
微
細
な
氷
の
巨
大
な
集
積
で
す
。
氷
の
結

晶
の
幾
何
学
紋
様
を
思
い
浮
か
べ
れ
ば
納
得
で
き
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
藤
本
東
一
良
の
《
進
水
を
ま
つ
船
》
は
、

鹿
児
島
の
桜
島
を
バ
ッ
ク
に
、
三
艘
の
船
が
シ
ュ
ロ
の
木
と

共
に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
描
か
れ
、
雲
と
船
の
白
が
夏
を
連
想

さ
せ
ま
す
。
前
田
さ
な
み
《
休
日
の
肖
像 

南
風
》
は
サ
ン
バ
イ

ザ
ー
を
被
っ
た
ジ
ー
ン
ズ
の
女
性
が
ま
ぶ
し
い
夏
を
象
徴
し

て
い
ま
す
。

彫
刻
分
野
で
は
、
か
わ
い
ら
し
い
動
物
彫
刻
や
夏
を
感
じ

る
人
物
彫
刻
を
展
示
し
ま
す
。
動
物
彫
刻
か
ら
は
、
津
賀
田
勇

馬
《
豚
》
を
紹
介
し
ま
す
。
本
作
は
、
母
豚
が
子
豚
に
乳
を
与
え

て
い
る
場
面
で
、
非
常
に
愛
ら
し
い
作
品
で
す
。
人
物
彫
刻
か

ら
は
、
浴
衣
姿
と
ヒ
ョ
ッ
ト
コ
面
と
を
取
り
合
わ
せ
た
谷
村

俊
英
《
祭
り
詩
》
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

私
た
ち
が
誰
か
と
出
会
っ
た
時
、
私
た
ち
は
、
ま
ず
、
顔
に

目
を
向
け
ま
す
。
人
間
の
顔
は
目
や
口
、
鼻
、
耳
と
い
っ
た
感

覚
器
官
が
集
ま
っ
て
い
る
た
め
凹
凸
が
あ
り
、
男
女
の
違
い
、

ま
た
子
ど
も
と
大
人
な
ど
年
齢
の
違
い
で
全
体
の
プ
ロ
ポ
ー

シ
ョ
ン
も
異
な
り
ま
す
。
そ
の
人
の
顔
を
み
て
誰
だ
か
を
判

断
で
き
る
、
外
面
的
な
違
い
が
現
れ
る
部
分
な
の
で
す
。
ま

た
、
そ
う
し
た
外
面
的
な
違
い
だ
け
で
な
く
、
顔
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
感
情
が
表
れ
ま
す
。
う
れ
し
い
時
、
悲
し
い
時
、
怒
っ
て

い
る
時
、
私
た
ち
の
表
情
は
、
ご
く
自
然
に
変
わ
り
、
心
の
動

き
と
表
情
は
、
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
表
情
の
変

化
か
ら
感
情
や
性
格
ま
で
映
し
出
し
、
顔
が
そ
の
人
の
魅
力

に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

美
術
の
世
界
で
は
、
古
代
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
、「
顔
」
は

多
く
の
芸
術
家
の
想
像
力
を
刺
激
し
、
様
々
な
イ
メ
ー
ジ
の

源
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。顔
の
形
や
表
情
の
変
化
の
お
も
し
ろ

さ
が
芸
術
家
の
関
心
を
ひ
く
場
合
も
あ
れ
ば
、
目
に
見
え
な

い
人
間
の
心
を
表
し
て
い
る
「
心
の
か
た
ち
」
と
し
て
み
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
顔
は
長
い
年
月
を
経
て
も
表

現
さ
れ
続
け
、美
術
の
重
要
な
モ
チ
ー
フ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
展
示
で
は
、
当
館
所
蔵
品
の
描
か
れ
た
顔
、
彫
っ
た

り
形
作
ら
れ
た
顔
と
様
々
な
表
現
方
法
、
い
ろ
い
ろ
な
角
度

か
ら
あ
ら
わ
さ
れ
た
顔
の
作
品
に
注
目
し
て
紹
介
し
ま
す
。

表
現
さ
れ
る
顔
の
魅
力
や
「
心
の
か
た
ち
」
と
し
て
の
、
い
ろ

い
ろ
な
表
情
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

田中太郎《音色》玉井敬泉《白山図》右隻
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石
川
県
立
美
術
館
は
、
昭
和
五
十
八
年
十
一
月
に
オ
ー
プ
ン

し
て
今
年
で
三
十
六
年
と
い
う
こ
と
は
み
な
さ
ん
よ
く
ご
存
じ

か
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
石
川
の
美
術
館
の
歴
史
は
ず
っ
と
さ

か
の
ぼ
り
、
兼
六
園
の
石
引
口
に
昭
和
三
十
四
年
に
開
館
し
た

石
川
県
美
術
館
か
ら
数
え
て
、
今
年
六
十
年
と
な
り
ま
す
。

前
年
の
三
十
三
年
に
山
川
庄
太
郎
氏
か
ら
国
宝
色
絵
雉
香
炉

の
寄
贈
を
受
け
、
常
時
公
開
で
き
る
施
設
と
し
て
美
術
館
が
つ

く
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
は
石
川
県
立
伝
統
産
業
工
芸
館
と
し
て

展
示
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

石
川
県
は
江
戸
時
代
か
ら
前
田
家
の
文
化
政
策
の
も
と
、
文

化
の
花
が
開
き
、
そ
の
伝
統
は
今
日
ま
で
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

歴
史
的
名
作
の
伝
来
に
加
え
、
作
家
の
層
も
厚
く
、
水
準
の
高
い

美
術
工
芸
の
盛
ん
な
地
域
と
し
て
知
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
伝
統
的
な
芸
術
的
個
性
を
活
か
し
、
地
方
色
豊
か
な
美

術
館
と
し
て
歩
ん
で
き
た
石
川
県
立
美
術
館
で
は
、
こ
の
六
十

年
の
間
に
、
収
蔵
作
品
は
三
千
九
百
点
を
超
え
ま
し
た
。
作
品
を

所
蔵
し
て
い
く
道
筋
は
、
美
術
館
の
あ
ゆ
み
と
重
な
り
ま
す
。
石

川
県
に
伝
わ
る
名
品
の
展
示
、
伝
統
工
芸
展
・
工
芸
作
家
選
抜
美

術
展
の
開
催
に
と
も
な
う
工
芸
作
品
の
充
実
。
昭
和
五
十
八
年

の
新
美
術
館
に
む
け
て
油
彩
画
・
日
本
画
・
彫
刻
な
ど
現
代
作
家

の
作
品
収
集
と
進
め
て
き
た
結
果
、
こ
の
収
蔵
品
総
数
と
な
り

ま
し
た
。

今
回
の
展
示
で
は
、
創
設

か
ら
六
十
年
の
節
目
を
迎

え
た
こ
と
を
機
に
、
選
り
す

ぐ
っ
た
収
蔵
品
を
通
し
て
当

館
の
個
性
を
示
し
、
今
日
の

活
動
と
し
て
石
川
県
文
化
財

保
存
修
復
工
房
の
事
業
成
果

を
紹
介
す
る
こ
と
で
美
術
館

六
十
年
の
あ
ゆ
み
を
ご
覧
い

た
だ
き
ま
す
。

企画展Topics

石川の美術　美術館創設60年のあゆみ
会期：令和元年8月31日（土）～10月7日（月）

五
月
五
日
、
六
日
に
、
秋
に
開
催
し
恒
例
に
な
っ
て
い
る
「
０
才

か
ら
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
鑑
賞
会
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
十
連
休
中

の
開
催
な
が
ら
早
く
か
ら
お
申
し
込
み
を
い
た
だ
き
、
赤
ち
ゃ
ん

を
は
じ
め
と
す
る
ご
家
族
で
美
術
鑑
賞
を
楽
し
み
ま
し
た
。

こ
の
鑑
賞
会
で
は
工
芸
作
品
を
鑑
賞
す
る
機
会
が
続
い
て
お
り

ま
し
た
が
、
今
回
は
企
画
展
示
「
脇
田

和
と
猪
熊
弦
一
郎
展
」
で
絵
画
の
鑑

賞
を
行
い
ま
し
た
。
五
日
午
後
に
四
、

五
才
以
上
か
ら
小
学
生
の
子
ど
も
た

ち
、
ま
た
、
六
日
午
前
は
０
才
か
ら
の

赤
ち
ゃ
ん
を
中
心
に
集
ま
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
で
、
鑑
賞
会
の
進
め
方
も

無
理
な
く
、
ま
た
、
講
師
の
先
生
か
ら

子
ど
も
た
ち
の
年
齢
に
合
っ
た
鑑
賞

の
仕
方
の
お
話
し
を
聞
く
こ
と
が
で

き
た
と
好
評
で
し
た
。
両
日
と
も
、
ど

ん
な
年
齢
の
子
ど
も
た
ち
も
お
気
に

入
り
作
品
を
見
つ
け
、
そ
の
年
齢
や

そ
の
子
な
り
の
楽
し
み
方
で
作
品
鑑

賞
を
し
ま
し
た
。
保
護
者
の
方
か
ら

は
、「
も
っ
と
成
長
し
た
ら
ど
ん
な
ふ

う
に
鑑
賞
す
る
か
見
て
み
た
い
」「
子

ど
も
と
一
緒
に
鑑
賞
す
る
こ
と
で
、

自
分
自
身
も
違
っ
た
作
品
の
見
方
が

で
き
て
楽
し
い
」
と
継
続
し
て
参
加

し
て
い
き
た
い
と
の
声
を
た
く
さ
ん

い
た
だ
き
ま
し
た
。
次
回
の
開
催
は

十
二
月
、
工
芸
作
品
の
鑑
賞
で
す
。

ミュージアムレポート

0才からのファミリー鑑賞会
令和元年5月5日（日・祝）・6日（月・振休）　実施

国宝《色絵雉香炉》野々村仁清

き
る
施
設
と
し
て
美
術
館
が
つ

県
立
伝
統
産
業
工
芸
館
と
し
て

前
田
家
の
文
化
政
策
の
も
と
、
文

今
日
ま
で
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

作
家
の
層
も
厚
く
、
水
準
の
高
い

て
知
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

性
を
活
か
し
、
地
方
色
豊
か
な
美

川
県
立
美
術
館
で
は
、
こ
の
六
十

九
百
点
を
超
え
ま
し
た
。
作
品
を

館
の
あ
ゆ
み
と
重
な
り
ま
す
。
石

伝
統
工
芸
展
・
工
芸
作
家
選
抜
美

芸
作
品
の
充
実
。
昭
和
五
十
八
年

・
日
本
画
・
彫
刻
な
ど
現
代
作
家

結
果
、
こ
の
収
蔵
品
総
数
と
な
り

ま
し
た
が
、
今
回
は
企
画
展
示
「
脇
田

和
と
猪
熊
弦
一
郎
展
」
で
絵
画
の
鑑

賞
を
行
い
ま
し
た
。
五
日
午
後
に
四
、

五
才
以
上
か
ら
小
学
生
の
子
ど
も
た

ち
、
ま
た
、
六
日
午
前
は
０
才
か
ら
の

赤
ち
ゃ
ん
を
中
心
に
集
ま
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
で
、
鑑
賞
会
の
進
め
方
も

無
理
な
く
、
ま
た
、
講
師
の
先
生
か
ら

子
ど
も
た
ち
の
年
齢
に
合
っ
た
鑑
賞

の
仕
方
の
お
話
し
を
聞
く
こ
と
が
で

き
た
と
好
評
で
し
た
。
両
日
と
も
、
ど

ん
な
年
齢
の
子
ど
も
た
ち
も
お
気
に

入
り
作
品
を
見
つ
け
、
そ
の
年
齢
や

そ
の
子
な
り
の
楽
し
み
方
で
作
品
鑑

賞
を
し
ま
し
た
。
保
護
者
の
方
か
ら

は
、「
も
っ
と
成
長
し
た
ら
ど
ん
な
ふ

う
に
鑑
賞
す
る
か
見
て
み
た
い
」「
子

ど
も
と
一
緒
に
鑑
賞
す
る
こ
と
で
、

自
分
自
身
も
違
っ
た
作
品
の
見
方
が

で
き
て
楽
し
い
」
と
継
続
し
て
参
加

し
て
い
き
た
い
と
の
声
を
た
く
さ
ん

い
た
だ
き
ま
し
た
。
次
回
の
開
催
は

十
二
月
、
工
芸
作
品
の
鑑
賞
で
す
。

ミュージアムレポートミュージアムレポート

0才からのファミリー鑑賞会
令和元年5月5日（日・祝）・6日（月・振休）　実施

国宝《色絵雉香炉》野々村仁清
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石
川
県
立
美
術
館
で
は
、
毎
年
秋
に
一
泊
二
日
の
日
程
で
、「
文
化
財
現
地
見
学
ツ
ア
ー
」
を

企
画
し
て
い
ま
す
。
第
五
十
回
の
今
秋
は
「
良
寛
さ
ん
」（
仮
）
と
題
し
て
、
次
の
よ
う
な
行
程
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

◆
開
催
日
時

十
月
一
九
日
（
土
）
午
前
七
時
半
頃　

金
沢
駅
発

十
月
二
十
日
（
日
）
午
後
六
時
半
頃　

金
沢
駅
着

◆
訪
問
場
所

良
寛
生
誕
地
（
橘
屋
敷
跡
）
、
良
寛
記
念
館
、
光
照
寺
、

良
寛
終
焉
地
（
木
村
邸
・
隆
泉
寺
）
、
良
寛
の
里
美
術
館
、
国
上
寺
、
弥
彦
神
社
、

旧
笹
川
家
邸
宅

◆
移
動
方
法

貸
切
バ
ス

具
体
的
な
旅
程
や
お
申
し
込
み
に
つ
い
て
は
、
来
月
号
の
美
術
館
だ
よ
り
で
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

石
川
県
立
美
術
館
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
で
、
エ
ク
セ
ル
を
使
っ
た
入
力
作
業
が
可
能
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
主
に
平
日
の
日
中
に
美
術
館
へ
来
て
作
業
し
て
い
た
だ

く
こ
と
と
な
り
ま
す
。
ご
興
味
の
あ
る
方
は
。
美
術
館
普
及
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

電
話
：
〇
七
六

－

二
三
一

－

七
五
八
〇

8
月
の
行
事
予
定

文
化
財
現
地
見
学
予
告

■
キ
ッ
ズ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
体
験
講
座
「
顔
を
み
つ
け
て
、
パ
チ
リ
！
」

１
日
（
木
）
～

12
日
（
月･

振
）

ま
わ
り
や
街
中
で
、
顔
に
見
え
る
も
の
の
写
真
を
撮
影
し
コ
メ
ン
ト

と
と
も
に
美
術
館
公
式
ラ
イ
ン
ア
カ
ウ
ン
ト
に
投
稿
。

み
ん
な
の
見
つ
け
た
「
顔
」
を
館
内
に
掲
示
し
ま
す
。

■
キ
ッ
ズ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
鑑
賞
講
座
「
か
お･

カ
オ･

顔
を
楽
し
く
か
こ
う
」

 

13
時
30
分
～
15
時　

２
階
展
示
室　

参
加
無
料

３
日
（
土
）

展
示
を
鑑
賞
後
、
い
ろ
い
ろ
な
顔
を
か
い
て
み
よ
う
。

対
象
：
小
学
生
親
子

■
キ
ッ
ズ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
体
験
講
座
「
ひ
き
も
の
体
験 

お
わ
ん
を
作
ろ
う
」

 

①
10
時　

②
11
時　

③
13
時
30
分　

④
14
時
30
分　

⑤
15
時
30
分　

講
義
室

５
日
（
月
）

ロ
ク
ロ
と
刃
物
を
使
っ
て
、
親
子
で
ひ
と
つ
の
お
わ
ん
を
作
り
ま
す
。

対
象
：
小
学
４
～
６
年
生
親
子
20
名　

参
加
費
：
二
千
五
百
円

要
申
込
（
７
月
26
日
締
切
）

■
キ
ッ
ズ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
体
験
講
座
「
お
し
ゃ
べ
り
顔
図
鑑
」

 

13
時
30
分
～
16
時　

２
階
展
示
室　

参
加
費
ひ
と
り
百
円

７
日
（
水
）

飛
び
出
す
絵
本
の
仕
組
み
を
使
っ
て
動
く
顔
を
作
ろ
う
。

対
象
：
小
学
生
親
子
十
五
組　

要
申
込
（
７
月
26
日
締
切
）

■
キ
ッ
ズ･

プ
ロ
グ
ラ
ム
「
子
ど
も
一
日
学
芸
員
」 

９
時
30
分
～
15
時
30
分　

参
加
無
料

９
日
（
金
）

美
術
館
で
働
く
「
学
芸
員
」
っ
て
ど
ん
な
人
？
作
品
の
楽
し
み
方
も
学

び
ま
す
。

対
象
：
小
学
４
～
６
年
生
親
子
５
組　

要
申
込
（
７
月
26
日
締
切
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

※
キ
ッ
ズ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
詳
細
は
前
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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8月5日は第1月曜により

コレクション展示室無料の日

８月の開館時間
午前9：30～午後6：00

カフェ営業時間
午前10：00～午後7：00 年中無休

8月の休館日は

27日（火）～30日（金）

石川県立美術館は電源立地地域対策

交付金を活用して運営しています。

前田育徳会
尊經閣文庫分館

第2展示室

令和元年8月31日（土）

 ～10月7日（月）

 会期中無休
前田家の名宝Ⅱ

よみがえった文化財

―  修復工房の修復実績―

次回の展覧会

第3～9展示室

石川の美術

美術館創設60年のあゆみ

【古美術、近現代絵画･彫刻･版画、近現代工芸】

石川の美術　美術館創設60年のあゆみ 企画展Topics

会期：令和元年8月31日（土）～10月7日（月）　会期中無休

重文《色絵雌雉香炉》野々村仁清

宮本三郎《熱叢夢》

富本憲吉《色絵更紗文蓋付飾壺》

重文《蒔絵和歌の浦図見台》伝清水九兵衛

松田権六《蓬萊之棚》

西山英雄《火焔山》

重文《西湖図》秋月等観

吉田三郎《山羊を飼う老人》

隅谷正峯《直刀　七星剣写》
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